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1995 年 1 月に発生した兵庫県南部地震に伴って，淡路島の北西岸沿いに野島地震断層が出現した．その約 1 年
後，防災科学技術研究所は淡路島の北淡町平林地区において野島断層を貫通する活断層ドリリングを行い，各種物
理検層データの取得及び岩石コアの連続コアリングに成功した．これら検層データの解析と岩石コアの物質解析に
よって，深度1140m，1300m，1800m 付近に破砕帯が存在し，今回の地震で動いた破砕帯は，そのうちの1140m 部と
1800m 部であることが分かった． 

 
 
1995 年 1 月 17 日に発生した兵庫県南部地震に伴って，淡路島北西岸沿いに延長 10km 以上にわたる野島地震断

層が出現した．その約 1 年後，科学技術庁（現在文部科学省）防災科学技術研究所は，淡路島の津名郡北淡町平林
地区において，野島断層を貫通する活断層ドリリングにより各種物理検層データの取得及び連続コアリング（掘削
深度 1001～1838m）によるほぼ 100％の回収率での連続した岩石コアを回収する事に成功した．地震直後の活断層
におけるこのような検層データ及び岩石コアの取得は世界でもはじめてのことであり，野島断層コア解析チームは
現在までその膨大なデータの解析を続けてきた．本研究発表では，物理検層やコア解析によって明らかになった地
震直後の活断層の状態（物理，化学的な）について述べる． 

 まず，本孔井では物理検層として以下の種目を実施した：・自然電位検層・ノルマル検層・マイクロ検層・
音波検層・密度検層・中性子（間隙率）検層・自然ガンマ線検層・孔径（キャリパー）検層・温度検層．これらの
データと肉眼による連続岩石コアの観察により，コア深度で1140m，1300m，1800m 付近の 3 箇所でカタクラスティッ
クな岩石からなる破砕帯が認識された．特に破砕の影響が強く出ている検層種目として以下の項目があげられ，破
砕帯としての目安は以下のようである．（1）ノルマル検層，マイクロ検層による見かけ比抵抗が深度とともに凹状
に低下し，著しいところでは約1 桁低下する．（2）音波検層による P 波速度が深度とともに凹状に低下し，著しい
ところでは4km/sec 以下にまで低下する．（3）密度が2.5g/cm3 より小さくなる．（4）中性子間隙率が 10％を越え
て増加している．この基準により区分された破砕帯部は 1030m～1150m，1275m～1380m，1780m～1830m となり，コ
ア肉眼観察によりカタクラスティックな岩石と認識された領域（コア深度1040.2m～1147.5m，1306.8m～1335.5m，
1784.0m～1814.6m）とよく一致している． 

 次に，上記で認識された各破砕帯を中心に岩石コアの物質解析を行った．具体的には，粉末X 線回折（XRD）
による鉱物の半定量分析と蛍光 X 線分析（XRF）等による元素の定量分析である．まず，1140m 部破砕帯での解析
結果にはある顕著な特徴がみられる．破砕帯の中心の断層中軸部を挟んで，その上盤側と下盤側では分析結果に異
なる傾向がある．上盤側では下盤側に比べてより広い範囲で変形と変質を被っている．具体的には，上盤側で長石
類や黒雲母は，熱水変質作用によってカオリナイトやスメクタイトに変化しており，アンケライトやシデライトま
たローモンタイトといったような岩石中の空洞や割れ目に二次的鉱物として産する鉱物も多く見られた．また，元
素の分布様式も，上盤側では下盤側よりも岩石の溶脱が進んでいることを示していた．それと同時に，重量％で
10％を超えるほどの H2O も上盤側に存在することが分かった．今回の地震で動いているところは非常に強く破砕さ
れて割れ目が多量に入り，そこに水を中心とした流体が流れ込み母岩と反応して各種関連鉱物が生成していると予
想される事から1140m部は今回の地震で動いた可能性が高い．1300m部の結果にはこれらのような傾向は見られず，
H2O や CO2 の量も母岩とさほど違わない．その結果は，破砕帯全般にわたって微弱な変形，変質を受けたことを示
している．このことは，1300m 部の破砕帯が今回の断層運動では動いてはおらず，以前の断層活動によって形成さ
れたものであることを示唆する．これに対して，1800m 部破砕帯では1140m 部と同じような傾向を示す結果となっ
た．このことから，今回の地震では，1140m 部と 1800m 部破砕帯が主として活動したものと推定される． 


